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笑顔とがんばりの町

広
報おの ま ち

ふるさとへの思いをつなぐ
11月18日に行われた第24回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会。
選手一人一人がふるさとへの思いを胸にタスキをつなぎました。
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夏井一小・全国大会
器楽合奏部門優勝

Japan Schoo l Ensembl e Compe tition

　
日
本
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
２
全
国
大
会
グ
ラ
ン
ド
コ

ン
テ
ス
ト
in
郡
山
が
11
月
11
日
、

郡
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
当
町
の
夏
井
第
一
小
学
校
が

小
学
校
の
部（
器
楽
合
奏
部
門
）に

福
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。
30
人
の
特
設
部
員
が
、
ペ
ー

ル
ギ
ュ
ン
ト（
グ
リ
ー
グ
作
曲
）第

１
組
曲
か
ら「
ア
ニ
ト
ラ
の
踊
り
」

「
山
の
魔
王
の
宮
殿
に
て
」を
演
奏

し
、
迷
宮
に
迷
い
込
む
よ
う
な
曲

の
不
可
解
な
雰
囲
気
を
会
場
内
に

表
現
し
ま
し
た
。
心
を
一
つ
に
し

た
演
奏
は
大
勢
の
観
客
の
心
に
響

く
美
し
い
音
色
と
な
り
、
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
地
方
大
会
を
勝
ち

抜
い
た
参
加
23
校
中
、
金
賞
に
選

ば
れ
、
器
楽
合
奏
部
門
の
最
高
賞

で
あ
る
福
島
県
教
育
委
員
会
教
育

長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

日
本
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー

ル
２
０
１
２
全
国
大
会
で

最
高
賞（
福
島
県
教
育
委

員
会
教
育
長
賞
）受
賞

１．全国大会に出場した夏井第一小学校の
皆さん　２．会場いっぱいに響き渡る日本
一の演奏　３．受賞の報告に町長室を訪れ
た熊田校長（右から３番目）、山本教諭（右端）
と６年生部員の皆さん

１

２

３
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小
野
町
の
文
化
と
産
業
の
祭
典

「
２
０
１
２
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
」が
11
月
10
日
・
11
日
の
２

日
間
、小
野
運
動
公
園
で
開
か
れ
、

町
内
外
か
ら
約
１
万
６
千
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ス
タ
は
小
野
高
校
吹
奏
楽

部
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
幕
が
開

か
れ
、
ビ
ン
ゴ
大
会
や
お
楽
し
み

抽
選
会
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
演
者
に

よ
る
演
奏
な
ど
、
会
場
内
は
賑
や

か
な
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
屋
内
に
は
各
種
団
体
や

個
人
の
心
の
こ
も
っ
た
作
品
が
多

数
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
一
つ
一

つ
の
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
10
日
に
は「
銘
木
後
継
樹
里
帰

り
」が
行
わ
れ
、
平
成
19
年
に
倒

木
し
た「
観
音
桜
」を
は
じ
め「
高

山
し
だ
れ
桜
」「
羽
生
の
桜
」「
谷

地
の
桜
」「
無
量
寺
の
し
だ
れ
桜
」

「
種
ま
き
桜
」「
諏
訪
神
社
の
ケ
ヤ

キ
」「
菅
布
禰
神
社
の
夫
婦
杉
」の

後
継
苗
木
が
町
に
里
帰
り
を
し
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
上
に
お
い
て
、

福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
礒

武
史
所
長
お
よ
び
独
立
行
政
法
人

森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
の
栗
延
晋
遺
伝
資
源
部
長
か

ら
町
長
に
苗
木
の
引
き
渡
し
が
行

わ
れ
、
そ
の
後「
観
音
桜
」の
苗
木

が
町
長
か
ら
郡
司
良
雄
小
戸
神
行

政
区
長
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
里
帰
り
し
た
苗
木
に
つ
い
て

は
、
来
春
、
町
の
公
共
施
設
な
ど

に
植
樹
す
る
予
定
で
す
。

　
11
日
に
は「
復
興
音
楽
祭
」が
開

か
れ
、
横
浜
在
住
の
歌
手
エ
ソ
ラ

ビ
ト
さ
ん
、kaho*

さ
ん
、
福
島

大
学
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
の「
ひ

だ
ま
り
職
人
」さ
ん
、
さ
ら
に
は

会
津
若
松
市
出
身
の
歌
手
越
尾
さ

く
ら
さ
ん
が
出
演
し
、
き
れ
い
な

歌
声
が
会
場
内
に
響
き
渡
っ
て
い

ま
し
た
。

　
２
０
１
２
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
紙
上
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

復興元年 2012

小町ふれあい
フェスタ

Cal tura l  and Industr ia l  Fest iva l

１．小野町銘木後継樹里帰り（右から礒所長、栗延部長、郡司小戸神行政区長、町長）　２．小町夢太鼓ジュニアチームの皆さん
３．復興音楽祭（kaho*さん）　４．屋内展示の様子　５．復興音楽祭（エソラビトの皆さん）　６．復興音楽祭（ひだまり職人の
皆さん）　７．抽選会の様子　８．復興音楽祭（越尾さくらさん）

Caltural and Industrial Festival

７

８

６

５

４

３

１２
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【
盆
栽
展
】

▽
小
野
町
文
化
祭
最
優
秀
賞
＝
佐

藤
勇
治（
本
町
）▽
小
野
町
長
賞
＝

遠
藤
サ
ト
子（
小
野
赤
沼
）▽
小
野

町
議
会
議
長
賞
＝
阿
部
幸
二（
荒

町
）▽
小
野
町
教
育
長
賞
＝
髙
﨑
ナ

ミ（
平
舘
）▽
小
野
町
芸
文
協
会
長

賞
＝
遠
藤
正
男（
小
野
赤
沼
）▽
福

島
民
報
社
賞
＝
松
本
春
男（
反
町
）

▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞
＝
吉
田
喜

一
郎（
平
舘
）▽
小
野
町
皐
月
盆
栽

愛
好
会
長
賞
＝
大
楽
政
義（
大
八
）

【
菊
花
展
】

〈
三
本
立
て
盆
養
の
部
〉

▽
小
野
町
文
化
祭
賞
＝
吉
田
照
明

（
小
野
山
神
）▽
小
野
町
長
賞
＝
吉

田
三
郎（
上
羽
出
庭
）▽
小
野
町
議

会
議
長
賞
＝
鈴
木
好
吉（
塩
庭
一

区
）▽
小
野
町
教
育
長
賞
＝
吉
田

栄
伸（
塩
庭
二
区
）▽
小
野
町
菊
花

愛
好
会
長
賞
＝
吉
田
勝
二（
和
名

田
）▽
田
村
医
師
会
長
・
医
療
法
人

慶
信
会
石
塚
醫
院
理
事
長
賞
＝
常

◆
入
賞
者（
敬
称
略
）

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

▽
最
優
秀
賞
＝
長
久
保
梨
桜（
小

野
新
町
小
２
年
）▽
優
秀
賞
＝
上

遠
野
愛
和（
小
野
新
町
小
１
年
）、

大
竹
拓
己（
夏
井
一
小
３
年
）、
村

上
香
穂（
夏
井
一
小
３
年
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

▽
最
優
秀
賞
＝
長
久
保
真
望（
小

野
新
町
小
４
年
）▽
優
秀
賞
＝
清

野
里
那（
夏
井
一
小
５
年
）、
長
谷

川
拓
海（
浮
金
小
５
年
）、
上
遠
野

萌
恵（
小
野
新
町
小
６
年
）

◆
受
賞
者（
敬
称
略
）

▽
福
島
県
知
事
賞
＝
根
本
和
美（
吉

野
辺
）ネ
ギ
▽
小
野
町
長
賞
＝
郡

司
仁
子（
小
戸
神
）大
根
／
横
田
節

子（
飯
豊
中
）白
菜
／
吉
田
リ
ン
子

（
飯
豊
下
）ジ
ャ
ガ
イ
モ
／
藤
井
ト

シ（
浮
金
）ゴ
ボ
ウ
▽
小
野
町
議
会

議
長
賞
＝
郡
司
ヒ
デ（
小
野
山
神
）

ジ
ャ
ガ
イ
モ
／
國
分
ミ
ツ（
小
野

山
神
）豆
類
／
藤
井
崇（
浮
金
）長

芋
／
大
山
仲（
小
野
山
神
）コ
ン

ニ
ャ
ク
芋
▽
た
む
ら
農
業
協
同
組

合
長
賞
＝
國
分
ハ
ギ（
小
野
山
神
）

大
根
／
吉
田
義
貞（
飯
豊
上
）か
ぼ

ち
ゃ
／
宗
像
義
春（
浮
金
）豆
類
／

村
上
サ
チ
子（
飯
豊
上
）ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー

米
の
消
費
拡
大
推
進

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
24
年
度

農
作
物
品
評
会

　
今
年
も
、
幼
児
・
小
中
学
生
作

品
展
、
寿
大
学
作
品
展
、
老
人
ク

　
平
成
24
年
度
森
林
環
境
交
付
金

事
業「
親
子
木
工
教
室
」が
11
月
10

日
、
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
の

会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
83
組
の
親
子
が
集
ま

り
、
町
内
の
建
築
家
具
組
合
の
皆

さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
、
木
製
の

「
本
立
て
」を
製
作
し
ま
し
た
。
金

づ
ち
を
使
っ
て
の
木
工
作
業
を
初

め
て
行
う
子
ど
も
も
い
て
、
苦
労

し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
製
作

し
て
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
作
品

に
マ
ジ
ッ
ク
で
絵
を
描
く
な
ど
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
作
業
終
了
後
に
は
参
加
し
た
親

子
に
、家
庭
で
手
軽
に
で
き
る「
き

の
こ
の
栽
培
キ
ッ
ト
」が
配
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
国
内
外
の
大
会
で
活
躍
す

る
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
西
間
健
さ
ん
を
迎
え「
チ
ェ
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
」の
実
演
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
は
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
を
使
い
丸
太
か
ら
彫
刻

作
品
を
作
り
上
げ
る
芸
術
で
す
。

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
音
を
響

か
せ
な
が
ら
、
長
さ
１
・
５
メ
ー

ト
ル
、
直
径
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
あ
る
丸
太
を
２
本
使
い
、
一

つ
の
作
品
を
仕
上
げ
て
い
く
姿
に

来
場
者
は
目
を
引
か
れ
、
ど
ん
な

作
品
が
で
き
る
の
か
興
味
津
々
の

様
子
で
し
た
。

親
子
木
工
教
室

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

平
成
24
年
度
森
林
環
境
交
付
金
事
業協力しながら「本立て」を製作する親子

チェンソーで作品を仕上げる西間さん

高学年の部・最優秀賞
の長久保さんの作品

低学年の部・最優秀賞
の長久保さんの作品

福島県知事賞に
輝いた根本さん
のネギ

個
人
団
体
作
品
展

ラ
ブ
作
品
展
、
菊
花
・
盆
栽
・
山

野
草
・
華
道
展
な
ど
す
ば
ら
し
い

作
品
の
数
々
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ

た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
各
作
品
展
の
受
賞
者
は
、
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

Caltural and Industrial Festival
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恒
文
子（
塩
庭
二
区
）▽
医
療
法
人

慶
信
会
石
塚
醫
院
菊
つ
く
り
女
王

賞
＝
鈴
木
サ
ト
子（
塩
庭
一
区
）▽

さ
い
と
う
医
院
長
賞
＝
舘
川
二
郎

（
仲
町
）▽
橋
本
医
院
長
賞
＝
常
恒

武（
塩
庭
二
区
）▽
ひ
ら
た
中
央
病

院
理
事
長
賞
＝
大
山
仲
子（
小
野

山
神
）▽
株
式
会
社
く
さ
の
交
通
社

長
賞
＝
舘
川
フ
ミ
子（
仲
町
）▽
福

島
民
友
新
聞
社
賞
＝
遠
藤
勝
義（
小

野
赤
沼
）▽
金
賞
＝
田
村
正
良（
上

羽
出
庭
）、
西
牧
宏（
上
羽
出
庭
）、

阿
部
次
郎（
塩
庭
二
区
）、
阿
部
綾

子（
塩
庭
二
区
）、
中
川
実（
塩
庭

二
区
）、
今
泉
正
之（
飯
豊
中
）、

西
牧
キ
ミ
エ（
上
羽
出
庭
）、
大
川

原
和
子（
小
野
山
神
）

〈
ダ
ル
マ
の
部
〉

▽
医
療
法
人
慶
信
会
石
塚
醫
院
菊
つ

く
り
女
王
賞
＝
常
恒
文
子（
塩
庭

二
区
）▽
福
島
民
報
社
賞
＝
吉
田
栄

伸（
塩
庭
二
区
）▽
金
賞
＝
西
牧
宏

（
上
羽
出
庭
）、
大
川
原
和
子（
小

野
山
神
）

〈
福
助
つ
く
り
の
部
〉

▽
株
式
会
社
く
さ
の
交
通
社
長
賞
＝

吉
田
栄
伸（
塩
庭
二
区
）▽
金
賞
＝

西
牧
キ
ミ
エ（
上
羽
出
庭
）

〈
一
輪
切
り
花
の
部
〉

▽
小
野
町
商
工
会
長
賞
＝
鈴
木
サ

ト
子（
塩
庭
一
区
）▽
Ｊ
Ａ
た
む
ら

賞
＝
吉
田
栄
伸（
塩
庭
二
区
）▽
金

【
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
】

▽
小
野
町
長
賞
＝
吉
田
ヤ
ス（
菖

蒲
谷
平
成
長
寿
会
）、
大
内
良
子

（
荒
町
横
町
高
砂
会
）、
石
井
豊
子

（
上
羽
出
庭
共
生
会
）▽
小
野
町
議

会
議
長
賞
＝
先
崎
亢
子（
大
八
愛

宕
会
）、
深
井
勝
利（
飯
豊
愛
友

会
）、郡
司
ス
テ
ヨ（
浮
金
長
寿
会
）

▽
小
野
町
教
育
長
賞
＝
野
口
チ
ヨ

（
反
町
亀
鶴
会
）、
先
﨑
寿
江（
小

野
赤
沼
長
命
会
）、
佐
藤
英
夫（
湯

沢
優
友
ク
ラ
ブ
）▽
日
赤
福
島
県
支

部
長
賞
＝
大
千
里
圭
子（
飯
豊
愛

友
会
）▽
日
赤
福
島
県
支
部
県
中
地

　
11
月
10
日
、
小
町
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
会
場
で
献
血
を
行
い
、

町
内
外
の
皆
さ
ん
37
人
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
の
献
血
で
は
、
社
団
法
人

郡
山
法
人
会
小
野
町
支
部
か
ら
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て「
生

卵
」の
提
供
が
あ
り
、
献
血
に
協

力
さ
れ
た
方
へ
記
念
品
と
し
て
配

布
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
小
野
町
赤

十
字
奉
仕
団「
す
み
れ
会
」の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
献
血

協
力
の
呼
び
掛
け
を
行
い
ま
し

た
。

　
献
血
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
社

団
法
人
郡
山
法
人
会
小
野
町
支

部
、
す
み
れ
会
の
皆
さ
ん
に
、
紙

上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

平成 24 年度献血実施状況

平成24年度
目標
（人）

現在までの
献血人数
（人）

達成率
（％）

200ml 66 59 89.4

400ml 278 169 60.8

合計 344 228 66.3

　
今
年
度
も
多
く
の
町
内
事
業
所

の
皆
さ
ん
に
献
血
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
現
在
ま
で
の
献
血
状
況

は
、
本
年
度
小
野
町
の
目
標
に
対

し
て
65
％
程
度
と
低
い
状
況
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
冬
期
間
は
特
に

輸
血
用
血
液
が
不
足
す
る
た
め
、

今
後
と
も
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
の
献
血
予
定
は
、
平
成
25

年
１
月
14
日（
月
）、
２
月
12
日

（
火
）で
す
。
会
場
は
、
町
内
事
業

所
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

詳
し
く
は
、
行
政
区
回
覧
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

☎
７
２
‐
６
９
３
４

献
血
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

-

会
場
で
37
人
が
協
力-

賞
＝
舘
川
二
郎（
仲
町
）、
吉
田
三

郎（
上
羽
出
庭
）

〈
特
殊
つ
く
り
の
部
〉

▽
ひ
ら
た
中
央
病
院
理
事
長
賞
＝

鈴
木
好
吉（
塩
庭
一
区
）▽
さ
い
と

う
医
院
長
賞
＝
今
泉
正
之（
飯
豊

中
）▽
橋
本
医
院
長
賞
＝
鈴
木
サ
ト

子（
塩
庭
一
区
）▽
金
賞
＝
大
山
仲

子（
小
野
山
神
）

〈
総
合
〉

▽
輝
翔
会
賞
＝
常
恒
武（
塩
庭
二

区
）

区
長
賞
＝
草
野
四
郎（
上
羽
出
庭

共
生
会
）▽
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
賞
＝
吉
田
明
子（
荒
町
横

町
高
砂
会
）▽
福
島
民
報
社
賞
＝
吉

田
ヤ
ス
ノ（
小
野
山
神
長
生
会
）▽

福
島
民
友
新
聞
社
賞
＝
郡
司
源
一

（
谷
津
作
長
寿
会
）▽
小
野
町
社
会

福
祉
協
議
会
長
賞
＝
宗
像
勝
二（
浮

金
長
寿
会
）、
西
牧
キ
ヨ（
小
野
赤

沼
長
命
会
）、
大
楽
千
枝
子（
反

町
亀
鶴
会
）▽
た
む
ら
農
業
協
同
組

合
長
賞
＝
亀
田
テ
ル（
仲
町
百
寿

会
）、
熊
谷
リ
ン（
本
町
長
寿
会
）、

二
瓶
時
子（
谷
津
作
長
寿
会
）▽
小

野
町
商
工
会
長
賞
＝
秋
山
和（
仲
町

百
寿
会
）、
佐
伯
文
子（
本
町
長
寿

会
）、
郡
司
ス
テ
ヨ（
浮
金
長
寿

会
）▽
小
野
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
賞
＝
宗
像
カ
ツ
子（
浮
金
長

寿
会
）、
西
牧
ト
ミ
エ（
本
町
長
寿

会
）、
大
竹
秀
男（
塩
庭
一
区
し
あ

わ
せ
会
）▽
小
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
賞
＝
村
上
正
子（
谷
津
作

長
寿
会
）、
亀
田
テ
ル（
仲
町
百
寿

会
）、
門
脇
喜
代（
飯
豊
愛
友
会
）、

上
遠
野
ノ
ブ
子（
大
八
愛
宕
会
）、

団
体（
小
野
赤
沼
長
命
会
）、
吉
田

節
子（
飯
豊
愛
友
会
）、
荒
井
ミ
ツ

（
雁
股
田
百
百
寿
会
）、
佐
藤
金
雄

（
吉
野
辺
睦
会
）、
郡
司
金
子（
小

戸
神
東
堂
会
）、
吉
田
照
明（
小
野

山
神
長
生
会
）　

Caltural and Industrial Festival

卵を提供する社団法人郡山法人会
小野町支部吉田代吉副会長（右）
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故
丘
灯
至
夫
先
生
の
胸
像
除
幕

式
が
11
月
３
日
、
ふ
る
さ
と
文
化

の
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
丘
灯
至
夫
顕
彰
事
業
実
行
委

員
会
の
主
催
、
小
野
町
・
小
野
町

教
育
委
員
会
の
共
催
で
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
丘
先
生
の
胸
像
を
製
作
し

よ
う
と
呼
び
掛
け
、
町
内
外
か
ら

ご
寄
付
を
募
り
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
た
び
め
で
た
く
胸

像
が
完
成
し
、
初
の
お
披
露
目
と

な
り
ま
し
た
。

　
除
幕
式
で
は
、
矢
吹
雅
孝
委
員

長
か
ら「
震
災
の
影
響
で
予
定
よ

り
遅
れ
た
も
の
の
、
大
勢
の
方
々

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
本
日

の
除
幕
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
感
無
量
で
す
」と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
丘
先

生
の
妻
・
ノ
ブ
ヨ
さ
ん
、
ご
子
息

の
西
山
謹
司
さ
ん
、
二
代
目
コ
ロ

ム
ビ
ア
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
、
渡
部
福

島
民
報
社
代
表
取
締
役
会
長（
小

野
町
出
身
）、
柳
沼
福
島
民
友
新

聞
社
郡
山
総
支
社
長
、
秋
山
福
島

テ
レ
ビ
専
務
取
締
役（
小
野
町
出

身
）、
本
名
柏
屋
代
表
取
締
役
ら

が
胸
像
の
除
幕
を
行
い
、
皆
さ
ん

に
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　
胸
像
は
ブ
ロ
ン
ズ
製
で
、
69
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
台
座
も
含
め
る

と
高
さ
約
１
・
７
メ
ー
ト
ル
で
、

丘
先
生
の
胸
像
と
し
て
は
初
め
て

の
も
の
で
す
。
今
後
は
ふ
る
さ
と

文
化
の
館
内
の
丘
灯
至
夫
記
念
館

に
設
置
さ
れ
、
皆
さ
ん
を
お
迎
え

し
ま
す
。
ぜ
ひ
丘
先
生
に
会
い
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

青ゆ

め春
を
い
つ
ま
で
も 

丘
灯
至
夫
胸
像
除
幕
式
・
丘
灯
至
夫
の
詩う
た

を
う
た
う
会

666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666OOOOONONOONONONOONONONONONNNNNNONONNNOOONONOOONNNOOONNONNNNOONOONOONONONOONONOOOONONOOOOOONOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO OMOMOMOMOMOMOMOMOMOMOMOMOMOMOMMMMMMMOMOMOMOMOMMMMMMMMMMMMOMOOMOMMMMMMMMMOOMOMOMMMMMMMMOMMMMMMMMMMOOMMOMMMMMMMOOMOMOMOMMOMMOMMOMOMOMMMOMMMACACACACAACACACACACACCACACACCACCAAACACACACACACACACACAAAACACAACACACACAAAAAACCACACACACAAAAAAAAAACACACACAACAAAAACACACACACACAAAAAACACACACACAAACACAACCAAAACCACAAACACACACAACCCCCCCCCCAACACACACCCCCCCCCACCCCCCCCCACACCCCCCCCCCCCCCACACACCCCACCCCAACACACACACACCCHIHIHIHHIHIHIHHIHIHIHIHIHHIHIHHIHIIIIIIIIIIHHIHIHHIHHIHIHIIIIIHIIIIIHIHIIIIHIHIIIHIHIHIHIIIIHIHIHIIHIHIIHIIIHHHHHHHIHIHHHHHHHHHHHHHHHIHHHHIHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHIHIHHHIHHHHHHHHHHHHIHHHHIHHHHHHHIIIIHHHHIIIIIIIHHHIIIIII DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD　DDDD　D　DDDDDDDD　D　DDDD　DDDD　DDDDDDDDD　DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD　 ececececececceccececccececececeecceececeececececeeeeceeeeeececeececececeeeeeeeeccecececeeeeeeceecceececeecccccececcccccceeecececcccccccceeeeeccccccccccceccccc 222_22222222222_22222222222222_22_22_2_222_2_222_2_22222_22_2_2_2_22_2_2___________________________________ 0000101010101010101000000010101100000000101000001000000100001110100010000010000000001111010000101000100010001101001000111011010100011000011110000111111000111100111011110001111000001111110000001111011100000 22222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222丘灯至夫先生の胸像

１

３ ２
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丘
灯
至
夫
先
生
の
胸
像
完
成
を

記
念
し
た「
丘
灯
至
夫
の
詩う

た

を
う

た
う
会
」が
同
日
、
多
目
的
研
修

集
会
施
設
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
に
は
実
行
委
員
会
に

よ
り
、
丘
先
生
の
業
績
を
後
世
に

伝
え
、
歌
い
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に

「
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開

か
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
胸
像
除

幕
式
の
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
福
島
県
地
域
づ
く

り
総
合
支
援
事
業
の
助
成
を
受

け
、
丘
先
生
の
作
品
を
み
ん
な
で

元
気
に
歌
う
こ
と
で
地
域
に
活
力

を
取
り
戻
し
、
絆
を
深
め
合
い
、

震
災
か
ら
復
興
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
昼
食
会
の
後
、う
た
う
会
は「
高

原
列
車
は
行
く
」で
開
幕
し
ま
し

た
。
会
場
を
訪
れ
た
約
３
０
０
人

の
皆
さ
ん
は
、歌
詩
集
を
手
に「
あ

こ
が
れ
の
郵
便
馬
車
」「
小
町
温
泉

小
唄
」「
東
京
の
バ
ス
ガ
ー
ル
」な

ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
歌
い
な
が
ら
丘

先
生
の
作
品
の
す
ば
ら
し
さ
を
確

か
め
合
い
ま
し
た
。
小
野
新
町
小

学
校
、
小
野
中
学
校
の
合
唱
部
の

児
童
、生
徒
の
皆
さ
ん
も
出
演
し
、

同
校
の
校
歌
を
歌
う
和
や
か
な
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
震
災
当
時
、
小
野
町
に
一

時
避
難
し
て
い
た
広
野
町
や
川
内

村
の
皆
さ
ん
も
そ
ろ
っ
て
参
加
し

「
大
好
き
な
歌
を
み
ん
な
で
歌
っ

て
、
元
気
に
な
り
ま
し
た
」と
、
丘

先
生
の
歌
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
う
た
う
会
で
は
計
14
曲
を
全
員

で
熱
唱
し
、
最
後
は
名
曲「
高
校

三
年
生
」を
会
場
全
体
で
大
合
唱

し
て
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
中
、
そ

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
丘
先
生
の
胸
像
製
作
に
あ
た
り

ご
厚
志
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ん
、

除
幕
式
・
う
た
う
会
開
催
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
ご
来
賓
関
係
各
位

に
、
紙
上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
文
化
の
館

☎
７
２
‐
２
１
２
０

１．除幕式の様子　２．小野新町小学校合唱部の皆さ
ん　３．小野中学校特設合唱部の皆さん　４．オール
小野町クラブの皆さん　５．二代目コロムビア・ローズ
さん、こまち混声合唱団の皆さんと町長　６．佃光堂
さん（中央）　７．広野町の皆さん　８．会場の皆さん
と『高校三年生』を熱唱

８

７ ６

５

４
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小
野
町
功
労
者
表
彰
式
が
11
月
23
日
勤

労
感
謝
の
日
に
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
功
労
者
表
彰
は
、
小
野
町
表
彰
条
例
に

基
づ
き
、
小
野
町
の
政
治
、
教
育
、
文
化

な
ど
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
、
ま
た

は
多
く
の
人
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
行
為

が
あ
っ
た
方
々
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も

の
で
す
。
今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
特
別

功
労
６
人
、
功
労
５
人
、
善
行
３
人
４
団

体
で
、
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

小野町功労者表彰式

永年の功績を称えて

◎特別功労（町政振興功労）

　会田　隆壽（62歳）

　小野町議会議員として12年間、この間副
議長、監査委員を歴任され地方自治の確立、
町政振興に多大なる尽力をされました。

◎特別功労（町政振興功労）

　大和田　昭（65歳）

　小野町議会議員として12年間、この間議
長を２期８年歴任されるなど地方自治の確
立、町政振興に多大なる尽力をされました。

夏井第一小学校特設音楽部の皆さん

受章者の皆さん
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◎特別功労（町政振興功労）

　西牧　煜（71歳）

　小野町議会議員として12年間、この間産
業建設常任委員長を歴任され地方自治の確
立、町政振興に多大なる尽力をされました。

◎特別功労（町政振興功労）

　橋本　健（77歳）

　小野町議会議員として16年間、この間議
長をはじめ、議会運営委員長などを歴任さ
れ地方自治の確立、町政振興に多大なる尽
力をされました。

◎特別功労（町政振興功労）

　先﨑　太吉（73歳）

　小野町教育委員として15年３カ月間、こ
の間委員長を２年１ヵ月余り歴任し、小野
町教育環境整備の基本方針をまとめるなど
教育行政全般にわたり多大なる尽力をされ
ました。

◎功労（町政振興功労）

　今泉　隆忠（83歳）

　小野町老人クラブ連合会会長、副会長と
して９年間、小野町社会福祉協議会評議員
として６年間在職し、高齢者福祉向上など
に尽力されました。

◎功労（町政振興功労）

　先﨑　武（81歳）

　ふるさと小野町会会長として13年間在職
し、企業誘致促進、町観光ＰＲなどをはじ
め、首都圏自治体との交流の架け橋として
尽力されました。

◎功労（町政振興功労）

　嶋津　タミ子（65歳）

　小野町教育委員として８年間、この間委
員長を２年歴任し、幼保一元化、小・中学
校の再編統合に伴う地域住民の合意形成な
ど教育行政全般に尽力されました。

◎功労（町政振興功労）

　山内　真弓（49歳）

　小野町教育委員として８年間、この間委
員長を２年歴任し、幼保一元化、小・中学
校の再編統合に伴う地域住民の合意形成な
ど教育行政全般に尽力されました。

◎功労（町政振興功労）

　村上　輝男（70歳）

　小野町選挙管理委員会委員として10年間
在職し、この間委員長を４年歴任し、有権
者の投票総参加の普及に努めるとともに適
正な選挙の管理執行に尽力されました。
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◎善行（衆人模範）

　小野町立夏井第一小学校特設音楽部
　本年11月11日に開催された、日本学校合
奏コンクール全国大会に福島県代表として
出場し、器楽合奏部門において最高賞であ
る金賞（福島県教育委員会教育長賞）を受賞
しました。

◎善行（衆人模範）

　こまちみどり愛護会
　（代表・阿部　君江）
　平成16年の設立以来、あぶくま高原道路
小野インターチェンジ周辺の環境整備に積
極的に取り組み、年間を通して道路の愛護
活動に貢献されています。

◎善行（衆人模範）

　榊原　秀子（56歳）

　小野女子スポーツ少年団の指導者として
18年間、子どもたちの健全育成と少年団の
育成指導に貢献されています。

◎善行（衆人模範）
　諏訪古峯遊歩道みどりの小径の会
　（代表・木村　錦功）
　平成元年に町内外からの千本桜花見客へ
の憩いの場の提供を目的に同会を結成以
来、遊歩道の開通、各種花木の植樹など年
間を通して環境の維持管理に貢献されてい
ます。

◎善行（衆人模範）

　夏井川花咲く水辺の会
　（代表・会田　則夫）
　平成13年に河川愛護活動を目的として同
会を結成以来、桜木や河川敷の草刈りなど
を年間を通して行うことにより夏井川周辺
の環境整備に貢献されています。

◎善行（衆人模範）

　宗像　一久（52歳）

　小野町体育指導員として28年間在職し、
この間委員長を８年間歴任するなど、町の
野外活動の普及や各種スポーツ大会の運営
などに貢献されています。

◎善行（衆人模範）

　遠藤　桂子（71歳）

　小野町寿大学の書道講座の教授として10
年間、寿大学の基本理念に基づき、高齢者
の教育指導に貢献されています。

平成24年６月23日付け表彰
◎特別功労（町政振興功労）

　（故）大方　助左エ門（66歳）
　小野町文化財保護審査会委員として29年
間在職、この間委員長を15年歴任し、町文
化財の保護・調査・保存活動に積極的に取
り組むとともに小野町史編纂

さん

専門委員とし
て小野町史の編纂

さん

に尽力されました。
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　社団法人小野町シルバー人材セ
ンターの事務所が、11月１日から
小野町商工会事務所の２階（小野
新町字中通35／ JAたむら小野支
店向かい）に移転しました。
　シルバー人材センターは、就業
機会の確保やボランティア活動を
通じ、高齢者の生きがいづくりに
貢献しています。シルバー人材セ
ンターへの仕事の依頼や会員登録
は次までご連絡ください。
問社団法人小野町シルバー人材セ
ンター　☎72-2412

シルバー人材センターの
事務所が移転しました

11月１日から
商工会事務所の２階へ

　小野町シルバー人材センター会員の皆さんによる奉仕作業が
11月４日に行われました。
　奉仕作業では、役場や老人憩いの家「たかむら荘」周辺の草む
しりや窓ふきなどを行っていただきました。
　この活動は、公共施設の美化活動として毎年行われているも
のです。
　参加された会員の皆さんに、紙上より厚くお礼申し上げます。

小野町シルバー人材センター会員の皆さんが
奉仕活動を実施

役場（上）とたかむら荘（下）
での奉仕作業の様子

　平成24年秋の叙勲において、前小野町議会議
員の吉田鐵雄氏が旭日双光章を受章されました。
　この受章は、国家または公共に対し顕著な
功績を挙げた方に授与されるもので、吉田氏
の永年にわたる本町振興発展にご尽力された
功績が認められたものです。
　勲章伝達は11月６日に福島市の県知事公館
で行われました。
　また11月12日には皇居で天皇陛下に拝謁し
ました。
　吉田氏の今後ますますのご活躍を紙上より
ご祈念申し上げます。

平成24年秋の叙勲

吉田鐵雄氏が旭日双光章を受章

【吉田氏の主な役職歴】
小野町議会議員（９期・36年）
小野町農業委員会委員（６年）
小野町消防委員会委員（７年）
公立小野町地方綜合病院組合議会議員（４年）

叙勲の伝達を受けた吉田氏（中央）▷
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第
３
回
田
村
地
方
交
通
安
全
大

会
が
11
月
９
日
、
多
目
的
研
修
集

会
施
設
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
田
村
・
三
春
・
小
野
の
３
市
町

か
ら
関
係
者
が
参
加
し
、
大
会
長

の
宍
戸
町
長
か
ら
、
交
通
安
全
思

想
の
普
及
、
安
全
な
車
社
会
の
実

現
に
努
力
す
る
旨
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
椎
根
田
村
警
察
署
長
が
交

通
事
故
防
止
へ
の
協
力
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
交
通
栄
誉
章（
緑

十
字
銅
章
）を
受
章
し
た
中
原
貞

一
さ
ん（
中
通
）を
は
じ
め
、
交
通

安
全
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
小
野
町
を
代
表
し
て
、
長

谷
川
美
咲
さ
ん（
浮
金
小
６
年
）が

交
通
安
全
に
関
す
る
意
見
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
田
村
地
方
を
実

現
す
る
た
め
に
、
次
の
項
目
が
大

会
宣
言
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

１
．
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　
防
止
の
た
め
、
思
い
や
り
の
心
を

　
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と

２
．
飲
酒
運
転
の
追
放
に
努
め
る
こ
と

３
．
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
１
０
０

　
％
を
目
指
す
こ
と

４
．
家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
が

　
一
体
と
な
り
交
通
事
故
の
防
止
に

　
取
り
組
む
こ
と

　
な
お
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
の

は
、
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

■
交
通
栄
誉
章（
緑
十
字
銅
章
）

▽
交
通
安
全
功
労
者

　
中
原
　
貞
一（
中
　
通
）

▽
優
良
運
転
者

　
松
本
　
宗
二（
平
　
舘
）

■
福
島
県
交
通
対
策
協
議
会
会
長
表
彰

▽
交
通
安
全
功
労
者

　
先
﨑
　
文
雄（
大
　
八
）

▽
交
通
安
全
功
労
団
体

　
小
野
町
平
舘
交
通
安
全
母
の
会

第
３
回
田
村
地
方
交
通
安
全
大
会

交
通
事
故
撲
滅
の
誓
い

１．交通安全に関する意見を発表する長谷川さん　２．交通功労者表彰を受ける大方さん（右）　３．
福島県警音楽隊の皆さん　４．福島県警察カラーガード隊の皆さん　５．小野新町小学校の皆さん
６．浮金小学校の皆さん　７．飯豊小学校の皆さん　８．夏井第一小学校の皆さん

１

２
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■
田
村
地
方
交
通
安
全
対
策
推
進
協

議
会
長
・
田
村
警
察
署
長
・
田
村
地

区
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

▽
交
通
功
労
者

　
宇
佐
美
重
治（
皮
籠
石
）

　
大
方
　
一
豊（
小
戸
神
）

▽
優
良
運
転
者

　
三
瓶
　
　
孝（
横
　
町
）

　
秋
山
　
恵
美（
平
　
舘
）

　
郡
司
　
久
美（
谷
津
作
）

▽
交
通
安
全
優
良
校

　
小
野
新
町
小
学
校

▽
交
通
安
全
優
良
団
体

　
浮
金
長
寿
会
子
ど
も
見
守
り
隊

■
田
村
警
察
署
長
・
田
村
地
区
安
全

運
転
管
理
者
協
会
長
・
安
全
運
転
管

理
田
村
事
業
主
会
長
連
名
表
彰

▽
優
良
安
全
運
転
管
理
者

　
株
式
会
社
く
さ
の

佐
藤
　
静
夫

▽
優
良
安
全
運
転
事
業
所

　
株
式
会
社
高
橋
建
設

■
田
村
地
区
交
通
安
全
協
会
長
・
田

村
警
察
署
長
連
名
表
彰

【
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
】

▽
最
優
秀
賞

　
藤
井
　
嵩
広（
浮
金
小
５
年
）

▽
優
秀
賞

　
藤
井
万
佑
子（
浮
金
小
２
年
）

　
式
典
に
先
立
ち
、
荒
町
か
ら
多

目
的
研
修
集
会
施
設
ま
で
、
町
内

の
４
小
学
校
の
児
童
を
交
え
て
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
パ
レ
ー
ド
に
は
、
福
島
県
警
音

楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
も
参
加

し
、
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
沿

道
に
は
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が

詰
め
掛
け
、
パ
レ
ー
ド
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
大
会
の
開
催
に
あ
た

り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
交
通
安
全

協
会
な
ど
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
、

紙
上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　
矢
吹

　
葉
和（
小
野
新
町
小
３
年
）

　
鈴
木

　
千
夏（
夏
井
一
小
１
年
）

　
吉
田

　
莉
菜（
夏
井
一
小
５
年
）

▽
佳
作

　
村
上
　
麗
奈（
飯
豊
小
６
年
）

　
宗
像
　
一
紀（
夏
井
一
小
６
年
）

　
新
田
　
裕
司（
浮
金
中
３
年
）

■
田
村
地
方
交
通
安
全
協
会
長
感
謝
状

　
佐
藤
　
栄
子（
荒
　
町
）

　
社
団
法
人
田
村
医
師
会

８ ７ ６

５ ４

３
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第
24
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦

断
駅
伝
競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅

伝
）が
11
月
18
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。

　
今
大
会
に
は
51
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
ま
で
の
16

区
間
、
96
・
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
陸
上
競
技
場
の

ス
タ
ン
ド
や
沿
道
に
は
、
の
ぼ
り

旗
や
横
断
幕
を
掲
げ
た
応
援
団
が

大
勢
詰
め
掛
け
、
選
手
に
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
16
区
を
走
っ
た
清
野

昭
雄
選
手（
湯
沢
）は
、
今
年
で
20

回
連
続
出
場
と
な
り
、
開
会
式
で

主
催
者
側
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
小
野
町
チ
ー
ム
を
応
援
し
た
い

と
各
団
体
か
ら
多
く
の
激
励
金
・

激
励
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙

上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

第24回ふくしま駅伝

力走！
小野町チーム

　
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
町
民
の

皆
さ
ん
に
、
紙
上
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
監
督
・

コ
ー
チ
を
は
じ
め
選
手
の
皆
さ

ん
、
長
期
間
に
わ
た
り
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
今
後
も
ご
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

＊
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
参
加
し
て
み
た

　
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

　
町
民
体
育
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

問
町
民
体
育
館

☎
７
２
‐
２
５
１
８

１区　吉田　美咲選手

２区　先﨑　優選手８区　郡司　健吾選手

９区　渡邊　智江選手

７区　長谷川　勇太選手

６区　遠藤　圭介選手

５区　吉田　悟志選手

４区　星　龍晴選手

３区　音部　広宣選手

各
団
体
か
ら
激
励

総合41位　町の部21位
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第24回ふくしま駅伝　成績表

区間 中継所
距離
（km）

選手名 記録

1 白河市総合運動公園陸上競技場～サンフレッシュ白河・大沼体育館 4.0 吉田　美咲 14 分 48 秒
2 サンフレッシュ白河・大沼体育館～泉崎さつき公園前 8.2 先﨑　　優 28 分 44 秒
3 泉崎さつき公園前～矢吹町役場 5.8 音部　広宣 20 分 26 秒
4 矢吹町役場～鏡石町鳥見山陸上競技場 7.3 星　　龍晴 26 分 13 秒
5 鏡石町鳥見山陸上競技場～須賀川土木事務所 6.7 吉田　悟志 25 分 22 秒
6 須賀川土木事務所～郡山市・日本全薬工業 ( 株 ) 前 8.3 遠藤　圭介 31 分 29 秒
7 郡山市・日本全薬工業 ( 株 ) 前～開成山陸上競技場前 5.4 長谷川勇太 19 分 24 秒
8 開成山陸上競技場前～郡山市・富久山公民館サンライフ前 5.6 郡司　健吾 19 分 43 秒
9 郡山市・富久山サンライフ前～日和田平和記念郡山こどものもり公園入口 2.8 渡邊　智江 13 分 41 秒
10 日和田平和記念郡山子どもの森公園入口～本宮市・白岩屋商店 9.2 大澤靖一郎 30 分 35 秒
11 本宮市・白岩屋商店～大玉村・( 株 ) イイジマ前 3.9 上遠野澄枝 16 分 29 秒
12 大玉村・( 株 ) イイジマ前～二本松市役所 7.0 吉田　雅俊 25 分 43 秒
13 二本松市役所～二本松市安達支所 4.8 有村　雄飛 17 分 29 秒
14 二本松市安達支所～福島市・松陵中学校前 5.7 吉田　貴紀 21 分 39 秒
15 福島市・松陵中学校前～福島大学入口 3.4 大井川　舞 15 分 26 秒
16 福島大学入口～福島県庁前 8.4 清野　昭雄 29 分 31 秒

総合 41 位／町の部 21 位 96.5 ５時間 56 分 42 秒
（前回５時間 58 分 16 秒）

16 区　清野　昭雄選手

15 区　大井川　舞選手

14 区　吉田　貴紀選手

13 区　有村　雄飛選手

12 区　吉田　雅俊選手

11 区　上遠野　澄枝選手

10 区　大澤　靖一郎選手

選手と関係者の皆さん
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社会福祉の向上に寄与
民生・児童委員５人に
福島県知事感謝状
第66回福島県社会福祉大会

　第66回福島県社会福祉大会が11月２
日、二本松市民会館で開かれ、関係者
1,200人が参加しました。
　この大会は、地域福祉のさらなる充
実に向けた啓発を図る機会として毎年
開かれているもので、席上、社会福祉
活動に貢献のあった方々に表彰状・感
謝状が贈呈されました。

　平成24年度田村地方植樹祭が10月22日、三春
の里農業公園（三春町）で開かれました。
　「ひろげよう　大地うるおす　植樹の輪」を
テーマに、緑化関係者をはじめ約100人の皆さん
が参加し、町長、冨塚田村市長、鈴木三春町長
などがイロハモミジの記念植樹を行いました。
　式典の席上、緑化に功績のあった個人、団体
に対して表彰が行われました。当町において受
賞されたのは次の方々です。（敬称略）

■緑化功労者　草野　倉治
■学校環境緑化推進最優良校　飯豊小学校

ひろげよう 大地うるおす 植樹の輪
田村地方植樹祭

１．植樹祭に参加した皆さん　２．表彰を受ける飯
豊小学校の皆さん　３．表彰を受ける草野さん ３ ２

１

　小野町からは、民生・児童委員としての活動を通じ、多年にわたり社会福祉の向上に寄与されたご功績に
より、６人の方々が「福島県知事感謝状」の贈呈を受けました。
　福島県知事感謝状を贈呈されたのは、次の方々です。（敬称略）

■福島県知事感謝状
　渡邊　秀明（横　　町）　　　吉田ユキ子（反　　町）　　　渡邊フヂエ（平　　舘）
　太田　幸江（谷津作１）　　　平野　信代（夏 井 上）
　※（　）内は、民生・児童委員の担当地区

左から渡邊（秀）さん、太田さん、平野さん、吉田さん、渡邊（フ）さん
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小野町での暮らしを体験
田舎暮らし体験ツアー

草野ダイさん（こまち荘）
100歳のお誕生日おめでとうございます
百歳賀寿贈呈式

　草野ダイさん（こまち荘）が11月13日、めでたく満100歳の誕
生日を迎えられ、入所する特別養護老人ホームこまち荘で、親
族や関係者同席の下、百歳賀寿贈呈式が行われました。
　贈呈式では、町から賀寿と記念品、県からは県知事賀寿と木
杯、町社会福祉協議会からは花束が贈呈されました。
　このほか、玄

やしゃご

孫３人が花束、親族が記念品を贈り、長寿を祝
いました。
　長寿の秘

ひけつ

訣は「好き嫌いなく何でも食べること」だというダイ
さんは、編み物が大好き（写真２で身に付けているベストと帽
子はダイさんが編んだもの）です。
　いつまでもお幸せに長生きされますよう心からお祈りしま
す。
　現在、小野町在住の100歳以上の方は、ダイさんを含め11人
となります。

　町と小野町ふるさと暮らし支援センター
主催の田舎暮らし体験ツアーが11月３日か
ら４日にかけて行われ、首都圏在住の10人
が参加しました。
　初日は、木工クラフト体験や「町有林お
すそわけ事業」を活用して建てたお宅を訪
問するなどし、夜には先輩移住者を交えて
の懇談会に出席しました。
　２日目は、あぶくま高原そば振興協議会
の皆さんの指導によるそば打ちや田舎料理
づくりを体験しました。また体験農園では
白菜や大根などの野菜を収穫しました。
　ツアーの中で小野町の人や自然、暮らし
に触れた参加者は、移住への夢を膨らませ
ていました。

１．そば打ちを体験す
る参加者　２．参加者
が打ったそば　３．野
菜収穫体験の様子 ３

２

１

１

１．町長から賀寿を受けるダイさん　２．ダイさんとご家族、関係
者の皆さん ２
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大倉獅子舞が熱演
「ふるさとの祭り2012」

　東日本大震災で被災して、今年７月から
地元の方たちにより全面改修工事が進めら
れていた湯沢・来迎寺地蔵堂が完成し、10
月27日に開かれた完成記念式典で、新しく
なった地蔵堂が披露されました。
　式典に先立ち、工事中に文化の館で一時
保管していた県指定文化財「木造地蔵菩薩
半跏像」と町指定文化財「大日如来坐像」の
落慶法要が行われ、２体の御像が新しい地
蔵堂に安置されました。
　また仏像修復の専門家・松岡誠一さんを
講師に迎えて、湯沢地域の歴史や文化を
テーマに記念講演会も開かれました。参加
された方々は熱心に耳を傾け、地蔵堂や地
蔵菩薩、大日如来など、地域に受け継がれ
た資料の重要性をあらためて感じているよ
うでした。

地蔵堂完成！
県指定文化財地蔵菩薩も新・地蔵堂へ

　「地域伝統芸能全国大会（ふるさとの
祭り2012）」が10月27日・28日の２日間、
福島県で開かれ、小野町から大倉獅子
舞保存会の皆さんが出演しました。
　祭りは郡山市民文化センター・郡山
駅前エリア・会津総合運動公園で行わ
れ、大倉獅子舞はメイン会場である市
民文化センターに出演しました。
　時間の関係で短縮された舞となりま
したが、約15分間、見事な獅子舞を披
露し、会場で見ている大勢の観客を魅
了していました。

全面改修工事が完了した湯沢・来迎寺地蔵堂

Information
ふるさと文化の館情報

ふるさと文化の館  ☎72-2120

大倉獅子舞保存会の皆さん
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『かさじぞう』

瀬田貞二／再話
赤羽末吉／画
福音館書店

『県民性の日本地図』

武光誠／著
文春新書
文藝春秋

12月のお話と言えば大みそかの物語「かさじぞう」。
絵本を開くとそこに広がるのはモノトーンの日本
の原風景。
売れ残った編み笠と、自分のかぶっていた笠を、
寒空に立っている地蔵さまにかぶせるじいさまの
優しさ。笠が売れず、正月の準備を買うことので
きなかったじいさまを、優しく迎えるばあさま。
このお話の持つ「優しさ」が子どもたちを静かに
絵本の世界へ引き込みます。
１年の締めくくりに家族で読んで欲しい１冊です。

近代以降の日本は民族や言語を極力統一する考え
方が主流となっていきましたが、それでも「お国柄
＝県民性」が残っています。それはなぜか…この本
では、その原因について歴史的背景などを踏まえ
論じられています。気候・風土や地形などの県民
性を生み出した要因やその気質や特徴について47
都道府県別に紹介されています。
ちなみに著者いわく、福島県人の県民性は「頑固で
探究心が強い」のだそうです。遠く離れた他県の県
民性や地方史の理解にも役立つ１冊です。

一般書

児童書

今月のおすすめの本

小学校中学校美術展を開催

　町内の小学校・中学校から集まった美術作
品を展示する美術展です。
　子どもたちの感性豊かな作品をぜひご覧く
ださい。
■会期
　12月22日㊏から平成25年１月14日㊊まで
■開館時間　午前９時から午後５時まで
■休館日
　12月25日㊋、12月28日㊎から平成25年１月
４日㊎まで、平成25年１月７日㊊
■入場料　無料

　毎年、好評をいただいている「年賀状展」を
今年も開催します。ご自分で作ったオリジナ
ルの年賀状を文化の館に送ってみませんか？
　いただいた年賀状は、１月に開催する「年賀
状展」で展示します。どなたでも出品できます
ので、ぜひ皆さんでご参加ください。
■出品方法
　文化の館にお送りいただくか、直接お持ち
ください（郵送の場合「年賀状展係」とお書き
ください）。
■大きさなど
・形や大きさは決まっていません。年賀はが
　きでなくても出品できます。
・オリジナルの作品に限ります（市販の絵柄入
　りはがきは除く）。
■お願い
・作品の裏面などに住所・氏名・学校名など
　を書いてください。
・出品された年賀状は返却しません。また賞
　や順位は設けません。
■締め切り　平成25年１月17日㊍
■年賀状展
　平成25年１月23日㊌から２月３日㊐まで　
※月曜日休館

文化の館に年賀状を送ろう！
　～年賀状展のご案内～

Information
ふるさと文化の館情報

ふるさと文化の館  ☎72-2120
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郷
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（
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津
作
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部
）

　「
お
の
ま
ち
夏
ま
つ
り
」を
楽
し
ん

だ
翌
日
、
小
野
町
ふ
る
さ
と
文
化
の

館（
図
書
館
）で『
福
島
民
報
』縮
刷
版

（
２
０
１
１
年
３
月
・
４
月
）か
ら
東
日

本
大
震
災
の
紙
面
を
た
く
さ
ん
コ
ピ
ー

し
て
も
ら
っ
た
。

　
３
月
12
日
は「
震
度
６
強
、
大
津
波
」

「
南
相
馬
で
１
，
８
０
０
世
帯
壊
滅
状

態
」な
ど
巨
大
地
震
と
大
津
波
の
記
事

が
中
心
だ
が
、
13
日
に
は「
福
島
第
一

原
発
で
爆
発

　
放
射
性
物
質
拡
散
か
」

と
な
り
、
以
後
、
こ
の
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
と
そ
の
影
響
が
記
事

の
中
心
と
な
っ
て
続
い
て
い
く
。

　
読
ん
で
い
て
思
い
出
し
た
こ
と
が
あ

る
。
中
学
生
の
頃「
猪
苗
代
湖
の
水
は

一
滴
も
福
島
県
が
手
を
付
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
東
京
電
力
の
も
の
だ
か

ら
」と
聞
い
た
。
今
は
ど
う
か
分
か
ら

な
い
が
、
原
発
に
関
し
て「
電
気
は
関

東
に
、
放
射
能
は
福
島
に
」と
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
。
そ
し
て
多

く
の
人
々
が
緊
急
の
避
難
に
追
い
込
ま

れ
、
分
断
家
族
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て

し
ま
っ
た
。
農
作
物
は
放
射
性
物
質
を

含
ん
で
出
荷
禁
止
や
作
付
け
禁
止
ま
で

出
た
。
千
葉
県
に
住
み
、
福
島
の
電
気

の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
者
と
し
て
申
し

訳
な
く
思
う
。

　
い
っ
た
ん
事
故
が
起
こ
る
と
何
世
代

か
ら
何
十
世
代
に
も
わ
た
っ
て
決
定
的

な
打
撃
を
広
げ
る
原
子
力
発
電
は
や
め

る
べ
き
だ
と
私
は
思
う
。
そ
れ
に
、
事

故
が
起
こ
ら
な
く
て
も
、
原
子
力
発
電

で
は
核
分
裂
後
の
放
射
性
物
質
は
た
ま

り
続
け
る
。
増
え
続
け
る
こ
れ
ら
を
、

日
本
全
国
で
身
近
な
と
こ
ろ（
現
在
は

全
国
の
原
子
炉
建
屋
内
の
水
槽
）に
保

管
し
て
い
る
。
無
害
化
す
る
に
は
数

十
万
年
が
必
要
だ
と
い
う
。
水
槽
の
水

が
無
く
な
れ
ば
同
じ
事
故
は
起
こ
る
。

大
地
震
も
再
来
の
可
能
性
が
あ
る
。
や

が
て
は
現
在
の
除
染
問
題
ど
こ
ろ
で
は

な
く
な
る
は
ず
だ
。

　
も
う
一
つ
、
飯
豊
か
ら
浮
金
に
上
る

長
い
坂
は「
発
電
所
の
坂
」と
呼
ば
れ
、

そ
の
脇
の
急
流
に
、
昔
、
水
力
発
電
所

が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
思
い
出
し

た
。
最
近
、風
力
発
電
・
太
陽
光
発
電
・

小
規
模
水
力
発
電
な
ど
が
急
速
に
普
及

し
て
き
た
。
今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
発

電
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
小
規
模
電
力

供
給
区
域
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
が

良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
一
つ

一
つ
は
小
規
模
で
電
力
の
安
定
供
給
に

は
向
か
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
小
規
模

発
電
所
の
絶
対
量
を
増
や
し
、
蓄
電
設

備
を
開
発
し
、
小
規
模
電
力
供
給
区
域

の
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て

い
け
ば
、
安
定
供
給
に
つ
な
が
る
は
ず

だ
。
原
子
力
発
電
所
を
除
い
た
現
在
の

電
力
供
給
網
に
小
規
模
電
力
供
給
区
域

を
組
み
合
わ
せ
て
新
た
な
電
力
供
給
体

制
を
再
編
成
し
て
い
く
の
だ
。

　
皆
さ
ん
は
ど
う
考
え
る
で
し
ょ
う

か
。

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信
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飯豊地区での説明会の様子

　寒さ厳しい冬が訪れ気温が氷
点下の日が続くと、水道管が凍
結し破裂する場合があります。
早めに防寒の準備をしておきま
しょう。
◆防寒のしかた
◎水道管…保温材を取り付けた
り、布きれなどを巻き付け保温
してください。電熱線を設置し
ている場合は、忘れずに電源を
入れることや水抜き栓、不凍栓
などが設置されている場合は、
栓の開閉を行うだけで水が抜け
るようになっているため、凍結
防止になります。また寝る前に
蛇口から少しずつ水を出してお
くことも凍結予防になります。
浴槽やバケツなどにためてお
き、洗濯などにお使いください。
　なお湯沸かし器や給湯器など
でも凍結する場合がありますの
で、冷え込む日は水抜きを忘れ
ずに行ってください。
◎メーター…ビニール袋に発砲
スチロールや布などを詰めたも
のをメーターボックスの中に入
れ、さらにその上を段ボールな
どで覆い保温してください。
◆凍結したとき
　布きれやタオルなどをかぶせ
蛇口を開け、その上からゆっく
りとぬるま湯をかけて溶かしま
す。直接熱湯をかけると水道管
が破損する恐れがあります。ご
注意ください。
◆破損したとき
◎水道管…メーターボックスの
中や近くにあるバルブを閉めて
水を止めてください。この際、
破損した箇所を布やテープなど
でふさいでからお近くの町指定
工事業者への修理を依頼してく
ださい。
◎メーター…地域整備課までご
連絡ください。
問地域整備課　☎72-6936

水道管の凍結に
ご注意ください

公立小野町地方綜合病院から
◎インフルエンザの治療薬について

　今回は、当病院の小児科非常勤医師、菊
きく

田
た

敦
あつし

医師から
インフルエンザの治療薬についてお知らせします。

　インフルエンザに対する治療薬としては、抗インフ
ルエンザウイルス薬があります。抗インフルエンザウ
イルス薬の服用を適切な時期（発症から48時間以内）に
開始すると、発熱期間は通常１日から２日間短縮され、
ウイルス排出量も減少します。
　なお症状が出てから２日（48時間）以降に服用を開始し
た場合、十分な効果は期待できません。効果的な使用に
は用法、用量、期間（服用する日数）を守ることが重要です。

【小児科の診療日および受付時間】
・毎週月曜日　　　　午前８時30分から正午まで
　　　　　　　　　　午後１時から午後３時30分まで
・毎週水・金曜日　　午前８時30分から正午まで　
　　　　　　　　　　午後１時から午後２時30分まで

　「イベント・伝統行事」「自然・風景」の２部門をテー
マに開催している「きらめく小野町フォトコンテスト」
の作品を、現在募集しています。
　小野町の魅力あふれる作品を多数ご応募ください。
詳細は次のとおりです。
■テーマ　
　「イベント・伝統行事」
　　小野町の祭りや地域のイベントを撮影した作品
　「自然・風景」
　　四季折々の小野町の自然や風景を撮影した作品
■応募資格　プロ・アマチュアは問いません。
■応募条件　平成24年１月以降に本人が撮影した作品
■サイズ　　カラー四ツ切・ワイド四ツ切
■応募点数　一人５点まで（各部門）
■募集期間　平成25年１月15日㊋まで
■入賞　　　町長賞　 ２点　賞金３万円
　　　　　　優秀賞　 10点　賞金１万円
　　　　　　入選　　 10点　町特産品
■応募・お問い合わせ先　企画商工課　☎72-6938
　詳しくは、ウェブサイトをご覧ください。
　http://www.town.ono.fukushima.jp

きらめく小野町フォトコンテスト
作品募集中！
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●納め忘れのないように、ご確認ください。
●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期
固定資産税（３期）
国民健康保険税（６期）12月25日㊋納期限

介護保険料（５期）
後期高齢者医療保険料（５期）

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故

で
被
災
さ
れ
た

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
の
皆

さ
ん
の
二
重
債
務
問
題
や
事
業
の

再
開
・
再
生
に
向
け
た
支
援
を

福
島
県
の
津
波
被
災
・
避
難

地
区
・
自
主
避
難
の
方
へ

-

お
子
さ
ん
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す-

　
日
本
小
児
科
医
会
へ
寄
せ
ら
れ

た
全
国
の
義
援
金
を
基
に
、
お
子

さ
ん
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
と
は
？

　
乳
児
が
か
か
り
や
す
く
、
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
で
、

嘔お
う
と吐
、
下
痢
が
主
な
症
状
で
す
。

脱
水
症
状
で
入
院
す
る
こ
と
も
あ

り
、重
症
化
し
や
す
い
病
気
で
す
。

　
対
象
者
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
生
後
５
カ
月
未
満
の
お
子

さ
ん
で
す
。

①
津
波
被
災
に
よ
り
住
宅
が
全
半
壊

　
し
た
家
族

②
避
難
区
域
住
所
を
有
す
る
家
族

③
県
内
に
住
所
を
有
し
自
主
避
難
し

　
た
家
族

■
実
施
期
間

　
平
成
25
年
３
月
31
日
㊐（
予
算

終
了
）ま
で

■
申
し
込
み
方
法

　
最
寄
の
医
療
機
関
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

問
福
島
県
小
児
科
医
会
事
務
局（
竹

行
っ
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
出
身
者
、
税
理
士
な

ど
の
専
門
家
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相

談
受
け
付
け
か
ら
具
体
的
な
支
援

ま
で
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
産
業
復
興
相
談

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
最
寄
り
の
商
工

会
議
所
、
商
工
会
、
県
商
工
会
連

合
会
広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
‐
５
７
３
‐
２
５
６
１

　
福
島
県
内
に
自
主
的
に
避
難
し

て
い
る
世
帯
の
う
ち
、
子
ど
も
ま

た
は
妊
婦
の
い
る
世
帯
に
、
福
島

県
内
の
借
り
上
げ
住
宅
に
つ
い
て

支
援
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
に
な
る
世
帯

　
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
、
平

成
24
年
11
月
１
日
ま
で
に
福
島
県

内
に
自
主
避
難
し
た
世
帯
の
う
ち

子
ど
も
ま
た
は
妊
婦
の
い
る
世
帯

■
入
居
期
間

　
平
成
26
年
３
月
31
日
㊊
ま
で

■
受
付
期
間

　
12
月
28
日
㊎
ま
で

　
た
だ
し
福
島
県
外
へ
自
主
避
難

県
内
自
主
避
難
者
へ
の

借
り
上
げ
住
宅
支
援
に
つ
い
て

内
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
）

☎
０
２
４
‐
５
３
３
‐
４
１
５
０

福
島
県
小
児
科
医
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
：http://ped-fukushim

a.jp

　
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
住

宅
に
損
害
を
受
け
た
方
の
生
活
再

建
を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅
の
二

重
ロ
ー
ン
に
対
す
る
利
子
補
給
を

行
い
ま
す
。
被
災
程
度
、
債
務
残

高
や
借
入
額
な
ど
、
補
給
を
受
け

る
た
め
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
サ
イ
ト
で「
福
島
県
　
二
重

ロ
ー
ン
」と
検
索
す
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
建
築
指
導
課

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
８
１
８
４

住
宅
の
二
重
ロ
ー
ン
で

お
困
り
の
方
へ

　
町
で
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・

児
童
園
の
保
育
士
な
ど
に
欠
員
や

育
児
休
業
な
ど
に
よ
り
、
代
替

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
採
用
す

る
臨
時
保
育
士
な
ど
の
登
録
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方

は
、
臨
時
的
に
保
育
士
な
ど
の
雇

用
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
の
選
考

対
象
者
と
な
り
ま
す
。
現
在
保
育

士
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
な
い

方
も
登
録
可
能
で
す
。

　
な
お
登
録
さ
れ
た
方
が
必
ず
し

も
採
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
理
解

の
上
、
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
臨
時
保
育
士
】

■
仕
事
の
内
容

　
保
育
業
務
全
般

■
必
要
な
資
格

　
保
育
士
資
格
・
幼
稚
園
教
諭
免

許
を
有
す
る
人

■
勤
務
条
件

▽
場
所

　
小
野
町
内
幼
児
施
設

▽
勤
務
時
間
な
ど

　
８
時
間
勤
務（
各
園
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）

▽
賃
金

　
日
給
６
，
８
０
０
円

■
受
付
期
間

　
随
時
受
け
付
け

■
登
録
方
法

　
履
歴
書
お
よ
び
資
格
証
明
書
の

写
し
を
教
育
委
員
会
ま
で
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
パ
ー
ト
職
員
】

■
仕
事
の
内
容

　
保
育
補
助

■
必
要
な
資
格

　
不
問

■
勤
務
条
件

▽
場
所
　
小
野
町
内
幼
児
施
設

▽
勤
務
時
間
な
ど

　
２
時
間
か
ら
６
時
間
勤
務

▽
賃
金
　
時
給
７
７
５
円

■
受
付
期
間

　
随
時
受
け
付
け

■
登
録
方
法

　
履
歴
書
を
教
育
委
員
会
ま
で
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
書
類
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
教
育
課

　
☎
７
２
‐
６
７
８
０（
㊏
㊐
㊗
を

除
く
）

臨
時
保
育
士
登
録
募
集

くらしの情報
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information

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」を
　ご覧ください。

毎日、19:00 ～翌 8:00
プッシュ回線・携帯電話からは#8000
アナログ回線からは☎ 024-521-3709
詳しくは「子どもの救急について」をご覧く
ださい。

2012年　12月
16日㊐　かみや内科クリニック（小野町）
　　　　  ☎72-3212
23日㊐　大久保クリニック（田村市船引町）
　　　　  ☎82-2555
24日㊊　せんざき医院（三春町）
　　　　  ☎61-2777
29日㊏　青山医院（田村市常葉町）
　　　　  ☎77-2015
30日㊐　石塚医院（小野町）
　　　　  ☎72-2161
31日㊊　遠藤医院（田村市船引町）
　　　　  ☎85-2016

2013年　１月
１日㊋　矢吹医院（三春町）
　　　　  ☎62-3015
２日㊌　秋元医院（田村市船引町）
　　　　  ☎82-1514
３日㊍　橋本医院（小野町）
　　　　  ☎72-3711
６日㊐　大方病院（田村市船引町）
　　　　  ☎82-1117
13日㊐　西山医院（三春町）
　　　　  ☎62-2473
14日㊊　奥秋医院（田村市船引町）
　　　　  ☎86-2034
20日㊐　公立小野町地方綜合病院（小野町）
　　　　  ☎72-3181
27日㊐　都路診療所（田村市都路町）
　　　　  ☎75-2003

し
て
い
る
子
ど
も
ま
た
は
妊
婦
の

い
る
世
帯（
す
で
に
応
急
仮
設
住

宅
な
ど
に
入
居
し
て
い
る
世
帯
に

限
る
）が
福
島
県
内
へ
戻
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
当
面
の
間
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
窓
口

　
避
難
元（
従
前
の
居
住
地
）の
市

町
村
役
場

※
過
去（
支
払
い
済
み
）の
家
賃
な
ど

　
は
支
援
対
象
外
で
す
。

※
県
の
家
賃
負
担
は
、
借
り
上
げ
住

　
宅
の
申
し
出
を
市
町
村
が
受
け
付

　
け
し
た
日
か
ら
対
象
と
し
ま
す
。

※
家
賃
上
限
額
な
ど
の
取
り
扱
い
は
、

福
島
県
借
上
げ
住
宅
実
施
要
綱
に

準
じ
ま
す
。

※
市
町
村
を
越
え
て
避
難
し
た
場
合

　
で
、
放
射
線
量
の
高
い
場
所
か
ら

　
低
い
場
所
へ
の
転
居
を
対
象
と
し

　
ま
す
。

※
子
ど
も
ま
た
は
妊
婦
の
い
る
世
帯

　
と
は
、
平
成
24
年
11
月
１
日
時
点

　
で
、
子
ど
も（
平
成
23
年
３
月
11

　
日
時
点
で
18
歳
以
下
）ま
た
は
妊

　
婦
の
い
る
世
帯
で
す
。

問
福
島
県
避
難
者
支
援
課（
制
度
の

考
え
方
な
ど
に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
８
３
０
６

問
福
島
県
建
築
指
導
課
分
室
２（
契

約
・
支
払
い
な
ど
に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
５
７
６
４

『
ゆ
う
や
け
が

き
え
な
い
う
ち
に

ラ
イ
ト
オ
ン
』

　
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
が
12
月
10
日
㊊
か
ら

平
成
25
年
１
月
７
日
㊊
ま
で
の
29
日

間
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
こ
の
時
期
に
は
、
夕
暮
れ
時

や
夜
間
に
か
け
て
重
大
事
故
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
交
通
事
故

が
多
発
し
、
歩
行
中
の
死
亡
事
故
が

増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
実
施

県
民
総
ぐ
る
み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
次
の
３
点
が
運
動
の
重

点
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

　
着
用
の
徹
底

　
県
内
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
高
齢

者
の
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
高
齢
者
を
守
る
た
め
、

交
通
安
全
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

休日当番医

こども救急電話相談

検索福島県　こどもの救急 索

福島県総合医療情報システム 検索索

バーコード認識機能で、携
帯電話から「福島県総合医
療情報システム」をご覧い
ただけます。
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太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

補
助
制
度
募
集
期
間
延
長
の

お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

観
点
か
ら
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
方
に
対
し
て
、
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
申
請
件
数
が
当
初

の
見
込
み
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
予
算
枠
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
ま
た
募
集
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

■
補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム

・
住
宅
の
屋
根
な
ど
へ
の
設
置
に

　
適
し
た
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
を
電
気
に
変
換
し
低
圧
ま
た
は

　
高
圧
の
配
電
線
と
逆
潮
流
有
で

　
連
系
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
電
力

　
事
業
者
と
電
力
受
給
契
約
を
締

　
結
す
る
も
の

・
未
使
用
の
も
の（
中
古
品
は
対

　
象
外
）

■
補
助
対
象
と
な
る
方

・
自
ら
居
住
す
る
ま
た
は
居
住
し

　
よ
う
と
す
る
町
内
の
住
宅
に
太

　
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

　
る
方
、
町
内
の
事
業
所
な
ど
に

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

　
す
る
事
業
者

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

（
申
請
者
と
生
計
を
同
一
に
す

る
方
を
含
み
ま
す
）

・
以
前
、
同
一
の
種
類
の
機
器
に

　
対
す
る
町
の
補
助
金
そ
の
他
こ

　
れ
に
類
す
る
も
の
の
交
付
を
受

　
け
て
い
な
い
方

■
補
助
金
の
額

・
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
２
万
円

　（
個
人
は
最
大
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト

　
８
万
円
、
事
業
所
は
最
大
５
キ

　
ロ
ワ
ッ
ト
10
万
円
ま
で
、
端
数

　
に
つ
い
て
は
、
千
円
未
満
を
切

　
り
捨
て
ま
す
）

※
そ
の
ほ
か
、
国
・
県
の
制
度
が

　
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
別
途
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　
平
成

　
年

　
月

　
日
㊍
ま
で

■
注
意
事
項

・
補
助
金
交
付
決
定
後
に
、
太
陽

　
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
に

　
着
手
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申

　
請
日
に
は
、
工
事
未
着
工
で
あ

　
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

・
平
成

　
年
３
月

　
日
㊐
ま
で
に

実
績
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
平
成

　
年
３
月

　

日
㊐
ま
で
に
事
業
を
終
了
す
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

・
す
で
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
を
設
置
し
た
方
は
、
補
助
金
の

　
交
付
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
補
助
金
申
請
は
先
着
順
と
な
り

　
ま
す
。
予
算
の
範
囲
内
で
の
受

　
け
付
け
と
な
り
ま
す
の
で
、
予

　
定
額
に
達
し
た
場
合
は
終
了
し

　
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
企
画
商
工
課

　
☎
７
２
‐
６
９
３
８

　FA
X

７
１
‐
１
０
３
７

◎
住
宅
・
併
用
住
宅（
居
住
部
分
が

全
体
の
２
分
の
１
以
上
）の
浄
化
槽

（
市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
）

　
町
が
浄
化
槽
を
設
置
し
、
使
用
料

を
財
源
に
維
持
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

お
知
ら
せ

◎
事
業
所
・
店
舗
な
ど
の
浄
化
槽（
個

人
設
置
型
浄
化
槽
）

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

　
事
業
所
・
店
舗
な
ど
事
業
用
の

浄
化
槽（
50
人
槽
以
下
）で
あ
る
こ

と（
店
舗
等
併
用
住
宅
の
場
合
、

住
居
部
分
が
全
体
の
２
分
の
１
未

満
の
浄
化
槽
で
あ
る
こ
と
）。

＊
事
前
に
補
助
申
請
を
し
、
事
業

　
完
了
後
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

＊
維
持
管
理
は
、
設
置
者
の
責
任

　
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は「
広
報
お
の
ま
ち
10

月
号
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
地
域
整
備
課

☎
７
２
‐
６
９
３
６

　
な
お
平
成
24
年
度
に
事
業
を
実

施
さ
れ
る
場
合
は
、
７
万
円
の
設

置
奨
励
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象

　
居
住
用
の
住
宅
の
浄
化
槽
で
あ

る
こ
と

※
賃
借
住
宅
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
設
置
分
担
金

▽
５
人
槽
以
上
10
人
槽
以
下

　
25
万
円

▽
11
人
槽
以
上
20
人
槽
以
下

　
工
事
費
の
10
分
の
２
の
額

▽
21
人
槽
以
上
50
人
槽
以
下

　
工
事
費
の
10
分
の
３
の
額

■
浄
化
槽
使
用
料

▽
５
人
槽

　
３
，４
６
５
円
／
月

▽
７
人
槽

　
４
，７
２
５
円
／
月

▽
10
人
槽

　
５
，０
４
０
円
／
月

▽
11
人
槽
以
上

　
５
，０
４
０
円
に
10
人
槽
を
超

　
え
た
部
分
に
人
槽
当
た
り
５
２

　
５
円
を
乗
じ
た
額
を
加
算
し
た
額

＊
管
理
の
内
容
は
、
浄
化
槽
の
保

　
守
点
検
・
清
掃（
汚
泥
抜
き
取

　
り
）・
法
定
検
査
を
含
み
ま
す
。

くらしの情報

浄化槽設置工事イメージ

枡 枡枡枡

合併処理浄化槽配管

個人施工

流入口

排水路

町施工

排出口

放流管
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information

月　日 行　　　事 時間 場所

12/16 ㊐
窓口開庁日
９カ月児健診

8:30~17:15
受付 14:30~15:30

役場
かみや内科クリニック

17 ㊊ ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多目的研修集会施設

18 ㊋
あそびの広場
３歳児健診

9:30~11:30
受付 13:00~13:30

子育て支援センター
母子健康センター

19 ㊌
３カ月児健診
窓口延長日

受付 13:00~13:30
8:30~19:30

母子健康センター
役場

20 ㊍

21 ㊎
●幼稚園第２学期終業式
●小・中学校第２学期終業式
育児教室 受付 10:00~10:15 母子健康センター

22 ㊏ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

23 ㊐ ●天皇誕生日

24 ㊊ ●振替休日

25 ㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

26 ㊌ 窓口延長日 8:30~19:15 役場

27 ㊍

28 ㊎
●官公庁仕事納め
ふるさと文化の館年末年始休館 ～１月４日 ふるさと文化の館

29 ㊏

30 ㊐

31 ㊊
1/  1 ㊋ ●元日

2㊌

3㊍

4㊎ ●官公庁仕事始め

5㊏

6㊐ 小野町消防団出初式 多目的研修集会施設

7㊊ 健康相談日 9:00~17:00 母子健康センター

8㊋
●幼稚園第３学期始業式
●小・中学校第３学期始業式
あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

9㊌ 窓口延長日 8:30~19:15 役場

10 ㊍
おやつ教室
人権相談

受付 10:00~10:15
10:00~15:00

母子健康センター
母子健康センター

11 ㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多目的研修集会施設

12 ㊏ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

13 ㊐ 小野町成人式 10:30~ 多目的研修集会施設

14 ㊊
●成人の日
●献血 12:00~15:00

16:00~17:00
おのタウン・コムコム
浮金集落センター

15 ㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

行事カレンダー
Calendar

　新年を迎えるにあたり、希望と決
意を新たに町民相互の親

しん

睦
ぼく

と融和を
図るため、新年交礼会を開催します。
　参加を希望される方は、下記によ
り申し込みくださるようお知らせし
ます。
■開催日時
　平成25年１月４日㊎　10:30 ～
■開催場所
　多目的研修集会施設　（大ホール）
■会費　2,000円
■申込期日　12月25日㊋まで
■申し込み方法
　会費を添えて、総務課または行政
区長さんへお申し込みください。

問総務課　☎ 72-2111

平成25年新年交礼会を
開催します

　老人憩の家たかむら荘「ゆ～ゆ～
こまち」では、利用促進のため変わ
り湯を実施します。
　いつもと違ったお風呂が楽しめま
すので、ぜひご利用ください。
◆変わり湯
　ゆず湯（疲労回復、冷え性、神経痛、
腰痛、肌荒れに効果があると言われ
ています）
◆実施期間
　平成25年１月25日㊎から１月27
日㊐まで

※次回「変わり湯」は２月を予定してい
ます。詳しくは「広報おのまち２月
号」でお知らせします。

問ゆ～ゆ～こまち　☎ 72-3736
問健康福祉課　　　☎ 72-6934

１月に「ゆず湯」
‒ ゆ～ゆ～こまち ‒
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国民年金
コーナー

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
た
方
に
は
、
65

歳
か
ら
満
額
で
78
万
６
，５
０
０

円
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
公
的
年
金
保
険
料
を
納
め

た
期
間
ま
た
は
国
民
年
金
保
険
料

を
免
除
さ
れ
た
期
間
が
25
年
以
上

あ
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
の
25
年

間
に
は
カ
ラ
期
間
も
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/ml 以下 0CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず
塩化物イオン 200mg/l 以下 7.6mg/l
有機物（TOC） 3mg/l 以下 0.9mg/l
PH値 5.8 ～ 8.6 7.2
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <1度
濁度 2度以下 <0.1 度

問地域整備課　☎72-6936

10月に実施した水道水の水質検査の結果は次のとおりです。

上水道水質検査結果

本
人
の
申
し
出
が
必
要
で
す

　
こ
の
カ
ラ
期
間
の
主
な
も
の

は
、
原
則
、
昭
和
36
年
４
月
以
後

カ
ラ
期
間
と
は

カラ期間に
ご注意ください

　
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
は
、
年
金

の
未
加
入
期
間
と
な
っ
て
い
て
、

日
本
年
金
機
構
に
は
そ
の
記
録
が

残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
原
則
と

し
て
、
本
人
の
申
し
出
に
基
づ
い

て
カ
ラ
期
間
の
有
無
が
調
査
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
25
年
の
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格

期
間
を
満
た
せ
な
い
方
で
、
カ
ラ

期
間
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

方
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
町

村
役
場
の
担
当
窓
口
に
そ
の
旨
を

申
し
出
て
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
カ
ラ
期
間
が
な
い
た
め
に

25
年
の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い

方
は
60
歳
か
ら
70
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入

者
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
の
保
険
料
の
額

は
、
一
般
の
第
一
号
被
保
険
者

と
同
様
、
平
成
24
年
度
は
月
額

１
万
４
，９
８
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
任
意
加
入
者
に
は

免
除
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
任
意
加
入
に
つ
い
て
も
、
年
金

事
務
所
ま
た
は
市
町
村
役
場
の
担

当
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２
‐
６
９
３
３

の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
期
間

で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な

か
っ
た
次
の
方
の
期
間
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①
昭
和
61
年
３
月
ま
で
の
厚
生
年
金

　
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者

②
平
成
３
年
３
月
ま
で
の
学
生

③
海
外
在
住
の
日
本
人

　
ま
た
昭
和
61
年
３
月
ま
で
に
厚

生
年
金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受

け
た
期
間
も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
カ
ラ
期
間
は
、
前
記
の
25

年
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
計
算
す
る
場
合
に

は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　12月１日から「リカちゃん通りイルミネーショ
ン」を実施しています。リカちゃん通りを幻想的
なイルミネーションが彩ります。イルミネーショ
ンの優しい光をぜひお楽しみください。
■場所　　　リカちゃん通り
　　　　　　（リカちゃんキャッスル前）
■実施期間　平成25年１月６日㊐まで
■点灯時間　午後５時から午後９時まで

リカちゃん通りイルミネーション

幻想的な光が街を彩ります
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町の人口・世帯数

男　性　　5,190 人（△ 15）

女　性　　5,568 人（△ 3）

合　計  　10,758 人（△ 18）

世帯数　3,491 世帯（△ 10）

（　）内は前月比
福島県現住人口調査結果から

（平成24年11月１日現在）

　氏　名　　　   　   　 父 ・ 母 　行 政 区

池田　蓮斗　（れんと）　圭 佑・幸 江　反 町

生天目悠仁　（はると）　昭 夫・サチ子　大 八

宗像　竜聖　（りゅうせい）　聖 朗・祐 子　大 八

箭内誓志郎　（せいしろう）　勇 哉・美沙枝　平 舘

結城　莉桜　（ り お ）　喬 裕・紀 枝　谷 津 作

吉田　初羽　（はつね）　光 一・広 子　飯 豊 上

草野　秋地　（しゅうじ）　俊 二・歌 織　上羽出庭

（10月届出分）

　氏　　　名　　　　　　年齢　　　　　行 政 区

中　原　政　男　　　　　９０　　　　　中 通

佐　藤　　實　　　　　　８４　　　　　菖 蒲 谷

（９月届出分）

柏　原　マツ子　　　　　９８　　　　　反 町

芳　賀　キサ子　　　　　８７　　　　　平 舘

先　﨑　泰　之　　　　　６５　　　　　谷 津 作

草　野　富美子　　　　　７７　　　　　皮 籠 石

村　上　信　一　　　　　５６　　　　　飯 豊 上

村　上　ユキヨ　　　　　８５　　　　　飯 豊 上

草　野　幸　一　　　　　８８　　　　　塩庭一区

（10月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載してい
　ます。

あ
　
と

　
が

　
き

　
早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
り

あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
を
振
り
返
る
と
、
５
月
に

は
金
環
日
食
や
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
開
業
、
７
月
に
は
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
な

ど
、
感
動
す
る
こ
と
の
多
い
年

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
来
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
に
と
っ

て
幸
多
き
年
で
あ
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。
良
い
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
。（
か
）

町で実施している自家消費農作物等の放射性物質
簡易分析結果をお知らせします。

自家消費農作物等の
放射性物質簡易測定結果
問町民生活課　☎ 72-6933

■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名
測定結果
（Bq/
kg)

9 1 クリ（他県産） 113.7

10 19

キノコ（種類不明）、クリタ
ケ、コウタケ（シシタケ）、
白シメジ、ナラタケ（オリ
ミキ）、ナメコ、ヌメリイグ
チ、ホウキタケ、マイタケ

111.9
～

1,941.4

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

9 71

オクラ、カボチャ、クリ、小麦、シソ、
ジャガイモ、大豆、卵、トマト、ナス、
ニラ、ネギ、ブルーベリー、干し柿、
ミョウガ、メロン、水、井戸水、引
き水、玄米

10 90

アミタケ、イチジク、イノシシ肉、
オリミキ（ナラタケ）、カキ（果実）、
カボチャ、キウイフルーツ、キノコ（種
類不明）、クリタケ、コウタケ（シシ
タケ）、ゴボウ、サツマイモ、サルナシ、
シメジ、ジュウネン、白シメジ、ス
ギタケ、そば粉、ダイコン、タマネギ、
ナメコ、ヌメリイグチ、ネギ、ハク
サイ、ハチミツ、ヒラタケ、ホウキ
タケ、干し柿、マイタケ、マコモタケ、
ミョウガ、水、井戸水、引き水、米、
玄米、もち米

※食品以外の検体については、結果に含まれていま
　せん。
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編
集
と
発
行
／
小
野
町
役
場
企
画
商
工
課
　
福
島
県
田
村
郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
舘
廻
92

　
　
　
　
　
　
☎
0247 -72 -2111㈹

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
http://w

w
w
.tow
n.ono.fukushim

a.jp
※
記
事
に
つ
い
て
は
、
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢
字
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

広
報
お
の
ま
ち

2012
年
12
月
号

N
o.598

　
小
野
中
学
校
総
合
落
成
式
が
11
月
15

日
、同
校
屋
内
運
動
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
小
野
中
学
校
改
築
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
平
成
20
年
度
に
着
手
し
、
昨
年
12
月
ま

で
に
校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動
場
が
完
成
し

部
分
的
に
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
、
プ
ー
ル
災
害
復
旧
工
事

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
周
辺
整
備
工
事

が
完
成
し
、
学
校
施
設
整
備
が
す
べ
て

整
っ
た
こ
と
か
ら
総
合
落
成
式
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
式
典
に
は
町
長
、
町
議
会
議
員
、
福
島

県
教
育
庁
県
中
教
育
事
務
所
長
、
小
野
中

学
校
歴
代
の
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
土
地

協
力
者
や
生
徒
の
皆
さ
ん
な
ど
約
４
５
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
町
長
の
式
辞
の
後
、
土
地
協
力
者
の
皆

さ
ん
、
石
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
寄
贈
さ
れ

た
小
野
町
石
材
組
合
や
各
工
事
請
負
者
の

皆
さ
ん
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
、
村
上
町
議
会
議
長
や

青
田
誠
福
島
県
教
育
庁
県
中
教
育
事
務
所

長
な
ど
か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
後
、
生
徒
を

代
表
し
て
伊
藤
千
晶
さ
ん
か
ら「
校
舎
改

築
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
こ
れ
か
ら
も
一
層

努
力
し
、
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
た
伝
統

と
と
も
に
新
校
舎
で
の
新
た
な
伝
統
を
築

き
あ
げ
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
最
後
に
出
席
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱

し
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
小
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
３
年

生
全
員
に
よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　
小
野
中
学
校
改
築
整
備
事
業
は
、
小
野

町
教
育
環
境
整
備
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
施
設
の
老
朽
化
の
解
消
、
耐
震
性
を

確
保
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
面
改
築
を

行
い
、
安
全
・
安
心
の
確
保
、
教
育
環
境

の
向
上
を
図
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で

す
。

　
事
業
着
手
か
ら
足
か
け
５
年
に
わ
た
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１．小野中学校の全景　２．生徒代表
あいさつを述べる伊藤さん　３．感謝
状の贈呈を受ける土地協力者の皆さん
４．寄贈された石のモニュメント
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Ono Junior High School

小野中学校建設だより

小野中学校
総合落成式

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。


